
3.1 中心力と角運動量

外力が中心力しか働かない場合、角運動量が保存することを、次のように

して示すことが出来る。中心力の作るポテンシャル U(r)は、

U(r) = U(r) (但し、r = ∥r∥)

のように r = ∥r∥の関数として表せる。このとき、
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∴ L̇ = 0

よって角運動量は保存する。
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